
（1） 令和５年２月　　第８１号

　右左口町へ移り住み、新規就農された川井さんご一家です。川井さ
んは、やまなしあぐりゼミナールの新規就農者研修を令和２年９月か
ら１年半の間、農事組合法人アグリ・なかみちで学び、その後、農地
及び住居を取得し、就農しています。
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農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します
　農業委員と農地利用最適化推進委員が、相互に連携を図りながら地域の農地の相談役として活動していただきます。

  募集期間　　令和５年２月１３日（月） ～ ３月１０日（金） （必着）

  推薦・応募の方法
　 「個人 ( ３名以上）・団体から推薦」 と、 「自ら応募」 の２通りの方法があります。 （詳しくは甲府市ホームページに掲載

の応募案内を参照してください。 推薦及び応募に係る書類は、 甲府市ホームページからダウンロードできます。）

  推薦及び応募に係る書類の配布先
　市役所８階農政課、農業委員会事務局、農業センター、中道支所、上九一色出張所、各窓口センター、ＪＡ支店・支所窓口

  推薦及び応募に係る書類の提出先　　市役所８階農政課、 農業委員会事務局

　平成２８年４月１日に農業委員会法が改正され、 農地等の利用の最適化の推進が農業委員会の必須事務と

なり、 担当区域ごとに、 新たに農地利用最適化推進委員が置かれました。 身分は、 農業委員と同じく、 特別

職公務員になります。

　農地等の利用の最適化を進めるためには、 農業委員と農地利用最適化推進委員が、 農地パトロールや農家

の皆様からの相談への対応といった現場活動において、 密接に連携して取り組むことが重要です。

　なお、 農地の貸借や所有権移転を行う場合、 口約束だけでは成立しません。 必ず、 農業委員会の審議を経

るなど、 手続きが必要になりますので、 その内容や手続方法について、 農業委員や農地利用最適化推進委員

が相談を受けることも業務の一つです。

農地利用最適化推進委員 農　業　委　員

募集人員　１８名

応募資格　農地等の利用の最適化の推進に熱意と

識見を有する者で、 担当する区域におい

て、 農地等の利用の最適化の推進のた

めに活動できる方。

主な仕事
① 農地等の利用の最適化のための現場活動

　 ・ 担い手への農地の利用の集積 ・ 集約化

　 ・ 耕作放棄地の発生防止・ 解消

　 ・ 新規就農者、 企業参入等の指導 ・ 助言

② 各種会議への出席（総会、委員会等必要に応じて）

任期　令和５年７月３１日～令和８年７月３０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （３年間）

担当地区　下記に定める指定区域

担当区域 人数
千代田・能泉・宮本・千塚・山宮 １人
相川・池田 １人
里垣 １人
甲運 ２人
玉諸 ２人
山城・貢川・旧市 ４人
大里・国母 １人
中道北 ３人
中道南・上九一色 ３人

募集人員　１９名

応募資格　農業に関する識見を有し、 農地等の利

用の最適化の推進に関する事項、 その

他農業委員会の所掌する事項に関し、

その職務を適切に行うことができる方。

主な仕事
 ①  農地等の利用の最適化の推進に関する指針の

策定

 ② 農地に関する賃借 ･ 売買 ･ 転用の許可

 ③  上記に係る毎月の会議 （総会） ・ 各種会議 （必

要に応じて） への出席及び現地調査

任期　令和５年７月３１日～令和８年７月３０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （３年間）

担当地区　市内全域
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農地法第３条による許可の条件が緩和されます
　農地法第３条による許可（農地の所有権移転や貸借の許可）を得る場合は、農業委員会の許可を得なければ

なりません。

　法律の改正により、令和５年４月から許可を得るための条件が変わります。これまでは、許可を得るためには、一

定以上の農地面積が必要でしたが、その面積条件が廃止されます。

〇農業委員会では、 毎月の定例総会で、 各種申請や届け出の許可決定を行っています。

　【定例総会】（令和 4 年 4 月～令和 4 年 12 月）
　　 　4 月 28 日、 5 月 30 日、 6 月 29 日、 7 月 29 日、 8 月 30 日、 9 月 28 日、 10 月 28 日、

11 月 29 日、 12 月 27 日

　【定例総会で決定・報告された案件】

耕作目的の売買・賃貸 （ 3 条許可） 18 件 28,331.61㎡ （2.83ha）

市街化区域以外の転用 （ 4 、 5 条許可） 63 件 64,449.37 ㎡ （6.44ha）

市街化区域内の転用 （ 4 、 5 条届出） 118 件 67,928.03 ㎡ （6.79ha）

利用権の設定

新　　　規 67 件 112,470.68 ㎡ （11.25ha）

再  設  定 84 件 122,602.04 ㎡ （12.26ha）

解　　　約 28 件 44,379.34 ㎡ （4.43ha）

相 続 税 納 税 猶 予 2 件 3,829.13 ㎡ （0.38ha）

作物 項　目 区　分 金額 （円） 単　位

稲

作

耕起 ・ 代かき
山間地  17,800 円

１０ａ当たり
平坦地 16,800 円

耕　起
山間地 10,900 円

１０ａ当たり
平坦地 9,900 円

代かき
山間地 11,000 円

１０ａ当たり
平坦地 10,000 円

機械田植

（苗代別）

山間地 11,500 円
１０ａ当たり

平坦地 10,500 円

稲刈機械 （バインダー） 11,100 円
１０ａ当たり

（結束ヒモ付き）

脱穀機械

（ハーベスター）

山間地 12,500 円
１０ａ当たり

平坦地 11,500 円

稲刈 ・ 脱穀 （コンバイン） 21,900 円
１０ａ当たり

（乾燥まで）

果樹 （せん定） 12,300 円 １日当たり

ブドウの棚補修 16,000 円 １日当たり

一 般 農 作 業 8,100 円 １日（8時間）当たり

備

考

(1)　 本表は、 標準的な料金を示すものであり、 ほ場の

条件や作業条件などを勘案して、 当事者間の協議

により決定することを前提としております。 なお上記

以外の作業についても協議のうえで決定してください。

(2)　標準額は、 消費税込みです。

(3)　燃料は、 請負者持ちです。

作物区分 地域区分 平均額 最高額 最低額

水　稲

旧甲府市(平坦地) 9,700円 20,000円 4,500円

旧甲府市(山間地) 12,100円 13,200円 11,100円

旧中道町 10,300円 12,400円 9,100円

野　菜
（スイート

コーン含む）

旧甲府市(平坦地) 12,100円 20,000円 5,000円

旧甲府市(山間地) 26,000円 30,600円 16,800円

旧中道町 8,000円 12,500円 3,900円

ナ 　 ス
旧甲府市(平坦地) 9,600円 14,200円 5,000円

旧中道町 8,700円 13,800円 5,100円

ブ ド ウ

旧甲府市(平坦地) 15,100円 25,000円 6,000円

旧甲府市(山間地) 8,500円 16,300円 3,900円

旧中道町 16,500円 27,300円 12,300円

モ 　 モ 旧中道町 11,000円 18,600円 5,800円

甲 府 市 賃 借 料 情 報令和５年度  農作業臨時雇賃金標準額

　令和４年に告示された農地賃貸借契約における賃借

料は次のとおりです。 （10 ａ当たり）

（注）  地域区分がない作物については、 当該期間 （令

和４年中） での賃借データ （５件以上） はありませ

んでしたので、 上記他地域をご参考にしてください。

（単位 ： 円）

農業委員会活動報告
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ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
「
ロ
ボ
ッ

ト
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
先
端
技

術
を
活
用
す
る
農
業
」
の
こ
と
で

す
。
農
業
分
野
で
は
、
担
い
手
の

減
少
・
高
齢
化
の
進
行
等
に
よ

り
労
働
力
不
足
が
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業

の
現
場
で
は
、
人
手
に
頼
る
作
業

や
熟
練
者
で
な
け
れ
ば
出
来
な

い
作
業
が
多
く
、
省
力
化
、
人
手

の
確
保
、
負
担
の
軽
減
が
重
要

な
課
題
で
す
。
そ
こ
で
、
生
産
現

場
の
課
題
を
先
端
技
術
で
解
決

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
自
動

操
舵
を
含
め
た
自
動
走
行
、
自

動
作
業
を
可
能
と
す
る
農
業
機

械
、
自
動
水
管
理
、
ド
ロ
ー
ン
等

に
よ
る
栽
培
管
理
技
術
、
作
業

管
理
や
経
営
管
理
を
支
援
す

る
各
種
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
な
か
で
も
、
普
及
が
進
み
つ

つ
あ
る
ド
ロ
ー
ン
や
自
動
運
転
機

械
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

①
ド
ロ
ー
ン

　

ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
航
空

機
）
は
特
に
農
薬
散
布
で
導
入

が
進
ん
で
い
ま
す
。
農
林
水
産

省
の
資
料
に
よ
る
と
令
和
２
年

度
の
散
布
面
積
は
、
約
１
１
９
，

５
０
０
ha
と
前
年
比
約
１．８
倍
に

拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
散
布

用
ド
ロ
ー
ン
の
販
売
台
数
は
、
令

和
３
年
度
は
３
，
５
８
６
台
と
、

令
和
２
年
度
の
５
，
５
６
１
台
に

比
べ
る
と
減
少
し
ま
し
た
が
、
令

和
元
年
度
の
１
，
９
２
２
台
か
ら

み
る
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

機
体
も
積
載
量
の
増
加
が
進

み
、
専
用
ア
プ
リ
に
よ
り
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
の
操
作
に
よ
る
半
自

動
の
ア
シ
ス
ト
機
能
が
搭
載
さ

れ
た
機
種
も
あ
り
、
操
作
性
や

効
率
性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
者
個
人
に
よ
る

散
布
に
加
え
、
企
業
・
団
体
等
に

よ
る
防
除
受
託
の
取
り
組
み
が

広
が
り
、
水
稲
だ
け
で
な
く
野

菜
等
で
の
散
布
も
始
ま
っ
て
お

り
、
県
内
で
も
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

な
ど
で
試
験
散
布
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
ド
ロ
ー
ン

で
の
散
布
に
適
し
た
農
薬
の
登

録
数
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
の
一

つ
で
し
た
が
、
登
録
拡
大
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
令
和
４
年
３
月
末

現
在
、
１
，
０
５
０
剤
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

農
薬
散
布
以
外
に
、
肥
料
散

布
な
ど
で
も
活
用
が
図
ら
れ
て

お
り
、
今
後
も
、
利
用
拡
大
が
進

ん
で
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
自
動
運
転
機
械

　

主
に
水
稲
で
開
発
が
進
ん
で
お

り
、
県
内
で
は
、
県
事
業
を
活
用

し
、
自
動
運
転
田
植
機
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
監
視
者
が
ほ
場

周
辺
に
い
る
状
態
で
、
旋
回
も
含

め
て
自
動
で
田
植
え
を
実
施
で

き
、
ほ
場
の
最
外
周
を
有
人
で

走
行
し
て
ほ
場
マ
ッ
プ
を
生
成
し
、

そ
の
後
、
田
植
機
が
走
行
経
路

を
自
動
で
計
算
し
ま
す
。
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
作
業
負
担
軽
減
や
、
作

業
人
数
の
省
人
化
な
ど
で
す
。
そ

の
ほ
か
、
直
線
キ
ー
プ
機
能
付
田

植
機
な
ど
も
導
入
が
始
ま
っ
て
お

り
、
直
線
キ
ー
プ
機
能
に
よ
り
操

作
が
不
慣
れ
で
も
ま
っ
す
ぐ
な
田

植
え
が
可
能
に
な
る
た
め
、
熟
練

者
に
お
い
て
も
労
力
が
軽
減
さ
れ

る
こ
と
で
作
業
効
率
の
向
上
な
ど

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

③
そ
の
他
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

　

県
内
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

そ
の
他
の
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

と
し
て
は
、
果
樹
栽
培
に
お
け

る
温
湿
度
セ
ン
サ
ー
等
に
よ
る

セ
ン
シ
ン
グ
や
遠
隔
監
視
が
あ

り
、
ほ
場
内
の
環
境
情
報
を
見

え
る
化
す
る
こ
と
に
よ
る
適
切

な
栽
培
管
理
の
実
施
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
シ
ス
ト

ス
ー
ツ
に
よ
る
摘
蕾
・
摘
花
・
ジ

ベ
レ
リ
ン
処
理
な
ど
腕
を
上
げ

続
け
る
作
業
に
お
け
る
作
業
負

担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

野
菜
で
は
、
主
に
施
設
園
芸

で
、
環
境
制
御
装
置
（
加
温
機
、

天
窓
・
側
窓
、
内
張
カ
ー
テ
ン

等
の
自
動
制
御
）
の
導
入
に
よ

る
省
力
化
や
、
二
酸
化
炭
素

施
用
機
に
よ
る
収
量
増
が
図

ら
れ
て
お
り
、
大
規
模
法
人
で

導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
個

人
農
家
で
も
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

本
県
も
、
全
国
と
同
様
に
担

い
手
の
減
少
・
高
齢
化
は
進
行

し
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取

り
組
み
は
、
今
後
さ
ら
に
進
ん

で
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

普
及
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

　
　
　

中
北
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

(

中
北
農
務
事
務
所 

農
業
農
村
支
援
課
）

ドローンによる農薬散布ドローンによる農薬散布

【自動運転田植機】【自動運転田植機】
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県
内
に
お
い
て
も
、
毎
年
、
農

作
業
中
の
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
重
点
に
、

安
全
な
作
業
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

■ 

ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
安
全
フ
レ
ー

ム
を
装
着
し
、
作
業
中
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
す
る
。

■ 

ほ
場
の
出
入
口
は
特
に
慎
重

に
走
行
す
る
。

■ 

低
い
枝
や
支
柱
・
支
線
の
近

く
の
走
行
は
避
け
る
。

■ 

ほ
場
作
業
時
以
外
は
必
ず
ブ

レ
ー
キ
を
連
結
す
る
。

■ 

点
検
・
整
備
・
清
掃
時
は
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
。

■ 

脚
立
で
の
作
業
は
、
安
定
し

た
場
所
に
設
置
し
、
開
脚
防 

止
チ
ェ
ー
ン
を
か
け
、
無
理
な

姿
勢
で
行
わ
な
い
。

■ 

こ
ま
め
な
休
憩
・
水
分
補
給

を
行
い
、
無
理
な
作
業
は
し

な
い
。

■ 

出
掛
け
る
前
に
は
家
族
に
声

を
掛
け
、
常
に
携
帯
電
話
を

持
つ
。

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

　 

☎

（２
４
１
）５
６
１
６

　

農
作
業
の
負
担
を
軽
減
で
き

る
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
や
電

動
せ
ん
定
ハ
サ
ミ
を
、
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

　 

☎

（２
４
１
）５
６
１
６

　

ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
を
耕
作

放
棄
地
解
消
の
目
的
で
使
用
す

る
方
に
、
一
定
の
条
件
の
も
と
、

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

　 

☎

（２
４
１
）５
６
１
６

 

●
園
地
へ
の
侵
入
防
止
対
策

・ 

防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

を
設
置
す
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
と
な
ら
な

い
よ
う
撮
影
場
所
や
方
向
を
考

慮
す
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
い
る
こ
と
の
表
示
を
す
る
。

・ 

ネ
ッ
ト
や
柵
等
を
設
置
し
侵

入
し
難
い
環
境
を
整
備
す
る
。

・ 

「
立
ち
入
り
禁
止
」
「
盗
難

警
戒
中
」
等
の
警
告
看
板
を

設
置
す
る
。

●�

農
作
物
や
農
具
の
保
管
・
管

理
を
徹
底

・ 

作
業
に
使
用
し
た
農
具
の
片
付

・ 

収
穫
物
は
園
地
に
置
か
ず
に

持
ち
帰
る
。

・ 
不
審
者
を
見
分
け
る
た
め
に
、

作
業
者
は
腕
章
、
農
作
業
車

両
へ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
や
プ
レ
ー
ト

等
の
目
印
を
付
け
る
。

●�

地
域
ぐ
る
み
で
盗
難
被
害
を

防
止

・ 

生
産
者
や
警
察
と
連
携
し
て

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

不
審
者
を
見
か
け
た
際
は
速

や
か
に
警
察
へ
通
報
す
る
。

・ 

無
線
放
送
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活

用
し
て
、
不
審
者
・
不
審
車

両
の
目
撃
情
報
や
盗
難
被
害

の
発
生
状
況
を
通
知
し
、
生

産
者
へ
注
意
喚
起
す
る
。

 

中
北
農
務
事
務
所

農
業
農
村
支
援
課

　 

☎
０
５
５
１(

２
３)

３
２
９
１

　

肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農

業
経
営
へ
の
影
響
緩
和
の
た
め
、

化
学
肥
料
の
低
減
に
向
け
て
取

り
組
む
農
業
者
の
皆
様
の
肥
料

費
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

●�

支
援
の
対
象
と
な
る
肥
料

　

 

令
和
４
年
６
月
か
ら
令
和
５

年
５
月
に
購
入
し
た
肥
料

　

 

（
本
年
の
秋
肥
と
来
年
の
春
肥

と
し
て
使
用
す
る
肥
料
）
が

対
象
で
す
。

●�

支
援
の
内
容

　

 

化
学
肥
料
低
減
の
取
組
を

行
っ
た
上
で
、
前
年
度
か
ら
増

加
し
た
肥
料
費
に
つ
い
て
、
そ

の
７
割
が
支
援
金
と
し
て
交
付

さ
れ
ま
す
。

●
申
請
先

　
 

山
梨
県
水
田
畑
作
農
業
再
生

協
議
会

（
事
務
局

：

山
梨
県

農
業
協
同
組
合
中
央
会
）

＊
申
請
方
法
等
、
詳
し
く
は
、

山
梨
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

 

甲
府
市
農
政
課

　 

☎

（２
９
８
）４
８
３
３

　

農
業
で
使
用
し
た
マ
ル
チ
や

ビ
ニ
ー
ル
等
は
産
業
廃
棄
物
で
、

適
正
処
理
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

山
梨
県
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業

用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
資
源
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
、
適
正

な
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
農
業
者
の
直
接
搬
入
の
受
付

　

月
・
木
曜
日

（
祝
日
の
場
合

は
そ
の
翌
日
）
８
時
30
分
～
11

時
30
分
、
13
時
～
16
時
30
分

 

山
梨
県
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
処
理
セ
ン
タ
ー

　 

☎

（２
８
４
）０
９
３
８

年 件数

H28 12

H29 10

H30 6

R1 6

R2 4

山梨県内の
農作業中の

死亡事故件数
農
作
業
は
、焦
ら
ず・

急
が
ず
、慎
重
に
！

耕
作
放
棄
地
解
消
用

ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
の
貸
出

農
作
物
の
盗
難
防
止

対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

適
性
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

肥
料
価
格
高
騰
対
策

事
業
の
ご
あ
ん
な
い

パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ・

電
動
せ
ん
定
ハ
サ
ミ
を

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す

肥料価格高騰対策事業の肥料価格高騰対策事業の
ごあんないごあんない



（6）令和５年２月　　第８１号 甲府市農業委員会だより

小
林
　
哲
　
様

 　

令
和
４
年
度
の
「
甲
府
市
農

業
賞
」
は
大
津
町
の
小
林
哲
様

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林
様
は
、
昭
和
三
十
年
代

に
家
業
の
養
蚕
業
を
継
ぎ
ま
し

た
。
養
蚕
業
が
衰
退
す
る
中
で
、

地
域
に
合
っ
た
作
付
を
率
先
し

て
研
究
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

レ
タ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
洋
菜

類
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ナ
ス
を
組

み
合
わ
せ
た
栽
培
体
系
を
確

立
し
、
地
域
農
業
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
れ
た
栽
培
技
術
と
地
道
な

地
域
農
業
へ
の
取
り
組
み
が
高

く
評
価
さ
れ
、
第
５
回
そ
菜
立

毛
品
評
会
で
の
受
賞
を
は
じ
め

と
し
、
数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
で
も
、
夫
婦
で
農
業
を

営
ま
れ
、
地
域
の
模
範
と
な
る

農
業
経
営
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

ぶ
ど
う
を
栽
培
し
て
い
ま
す

が
、
「
品
質
に
こ
だ
わ
る
」
「
人
と

違
う
も
の
・
時
代
に
あ
っ
た
も

の
・
消
費
者
の
視
点
」
と
い
っ
た

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
栽
培
の

時
期
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

質
の
高
い
も
の
を
栽
培
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
加

え
て
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
供

給
で
き
る
よ
う
に
考
え
、
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
栽
培
方
法
を
観

察
・
研
究
し
、
販
売
方
法
も
含

め
自
分
に
合
っ
た
方
法
を
考
え

工
夫
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

消
費
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
も

の
を
栽
培
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
た
め
に
努
力
を
す
る
こ
と
が

と
て
も
大
事
で
す
。

　

ハ
ウ
ス
苺
を
土
耕
栽
培
し
て

い
ま
す
。
土
作
り
と
苗
作
り
は

結
果
を
大
き
く
左
右
す
る
の
で
、

毎
年
手
が
抜
け
ま
せ
ん
。
冬

場
の
寒
さ
に
対
応
す
る
た
め
に
、

通
年
定
温
な
地
下
水
を
利
用

し
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ー
テ
ン
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
収

穫
も
顧
客
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
を

参
考
に
品
質
管
理
を
徹
底
し

て
い
ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増

や
し
、
世
界
に
も
通
用
す
る
モ

ノ
作
り
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
は
困
っ
た
と
き
も
含
め

て
、
普
段
か
ら
仲
間
と
協
力
し

合
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
す
。

他
人
が
や
ら
な
い
事
で
も
自
分

が
良
い
と
思
っ
た
ら
諦
め
ず
に

信
念
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

く
だ
さ
い
。

　

高
品
質
な
農
産
物
を
毎
年

安
定
生
産
す
る
の
は
大
変
で
す

が
、
紙
一
重
の
評
価
に
な
っ
た

ら
勝
ち
残
る
の
は
努
力
し
た
人

だ
と
思
い
ま
す
。

　

「
甲
府
市
農
業
振
興
計

画
」
の
基
本
方
針
に
掲
げ

る
「
『
稼
ぐ
農
業
』
の
育

成
」
の
た
め
、
本
市
農
業

を
牽
引
す
る
農
業
者
を

プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て
認

定
し
、
施
策
を
集
中
さ
せ

る
こ
と
で
、
本
市
農
業
全

体
の
引
き
上
げ
を
図
り

ま
す
。

　

令
和
４
年
11
月
に
、
北
杜
市

明
野
総
合
支
所
で
、
「
法
人
に

よ
る
農
業
参
入
に
つ
い
て
」
の

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

北
杜
市
の
農
業
振
興
課
主

幹
の
小
林
様
及
び
副
主
幹
の

櫻
井
様
並
び
に
農
業
振
興
公

社
事
務
局
長
の
福
田
様
及
び

主
事
の
北
原
様
か
ら
、
農
業

企
業
参
入
事
業
に
つ
い
て
ご
説

明
を
頂
き
、
意
見
交
換
を
交

え
な
が
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
発
行
に

あ
た
り
編
集
委
員
の
皆
様
、
ご

寄
稿
さ
ら
に
紙
面
・
写
真
に
つ

い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た

関
係
者
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
農
業
者

も
新
規
就
農
者
や
女
性
な
ど

の
多
様
な
担
い
手
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
に

も
興
味
の
持
て
る
有
意
義
な

記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
甲

府
市
農
業
の
活
性
化
に
貢
献

で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

編
集
委
員　

池
田
哲
郎

河野  功 さん
（七沢町）

松本 公太郎 さん
（小瀬町）

編

集

後

記

プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー
に

プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー
に

聞聞
き
ま
し
た

き
ま
し
た

農
業
委
員
・
農
地
利
用

農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員

最
適
化
推
進
委
員

研
修
報
告

研
修
報
告

農
業
経
営
で
工
夫
し
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

農
業
経
営
で
工
夫
し
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
す

人
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す

プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
す

人
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す

プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
制
度

祝
・
甲
府
市
農
業
賞

 
受
賞
お
め
で
と
う

          

ご
ざ
い
ま
す

北杜市明野総合支所北杜市明野総合支所


